
 

 

実り多き夏に 

副校長 矢部 明美 

「夏河を 越すうれしさよ 手に草履」（与謝蕪村） 

照りつける太陽のもと、一服の涼を感じる川の水の心地よさが伝わります。毎年、夏休み

が近づくと心なしか子供たちの表情が明るくなり、プールでの水しぶきの勢いもさらに増

すような気がします。 

 一か月以上の期間、子供たちをご家庭にお返しします。学びの連続となる経験がたくさ

んできるよう、保護者会ではこれまでの学習の成果と課題をしっかりと共有できるように

します。教科の学習はもとより、長い期間を生かして、子供たちが自ら課題（やってみた

い！と思うこと）を見付け、失敗や成功も含め、自分で自分の学びに責任をもって、進め

られるよい機会です。 

以前、担任した１年生に、夏休みを使ってマンホールのふたについて調べてきた子がい

ました。自宅近くのマンホールに刻まれている模様が何種類かあったことを不思議に思

い、調べ始めました。旅行先、祖父母の住む帰省先等、行く先々でマンホールを写真に撮

り、そこからその地方の特徴、名産物等も気付いたことをまとめてきました。それをきっ

かけに、２学期の生活科の学習のヒントを学級全体で共有し、各地のお雑煮づくりへと発

展しました。子供の中で学びはいつも、つながっているのです。 

また、夏休みの意義はそれだけではありませ

ん。自分自身を振り返ると、解き放たれた自由な

時間の中で味わった夏の風物や体験が、眩しい日

差しとともによみがえります。 

むせるような草のにおい、照りつける太陽のも

と素足で入った川の水の冷たさ、夜空に咲く大き

な花火、親戚の家から帰る時の何とも言えない切

なさ…。こうしたものは、断片的な記憶にとどま

るものであり、明確な成果として形に表れるもの

ではありません。でも、子供の感性、人間性を豊

かに広げるためには大切なものだと考えます。 

子供たちが生き生きと心と体を動かし、それと

は思わずにたくさんの「学び」を体に蓄えられる

夏休みであることを願います。 

                                ７ 月 号 （ 第 ３ ４ ０ 号 ） 
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文 京 区 立 千 駄 木 小 学 校 

千駄木の自然 

タマリュウ   (ユリ科) 

小校庭の池の周りの地表を覆って

いるのはタマリュウです。小さな薄

紫色の花を下向きにつけています。

タマリュウはジャノヒゲ(蛇の髭、別

名リュウノヒゲ)の矮性種です。 

｢となりのトトロ｣で、傘のお礼の

ドングリは、笹の葉に包まれ、リュ

ウノヒゲで縛られていました。 
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日 曜 諸行事 

放課後 

遊び 

１ 金  〇 

２ 土   

３ 日   

４ 月 保護者会（1・3・5 年）読み聞かせ × 

５ 火 保護者会（2・4・6 年） × 

６ 水 B 時程 4 時間授業 × 

７ 木 
着衣泳（1・2年）都学力調査（5年） 

なかよし給食（2－1） 
〇 

８ 金 
安全指導・安全点検日 

着衣泳(3～6 年）なかよし給食(2－2) 
〇 

９ 土   

10 日   

11 月 着衣泳予備日 なかよし給食（2－3） 〇 

12 火 着衣泳予備日 代表委員会 × 

13 水 
たてわり班遊び  

避難訓練（集団下校） 
× 

14 木 音楽朝会 なかよし給食（2－4） 〇 

15 金 C 時程 リザーブ給食 〇 

16 土   

17 日   

18 月 海の日  

19 火 給食終 〇 

20 水 
終業式 B 時程 4 時間授業  

大掃除  PTA 星空映画会 
× 

21 木 
夏季休業日開始 前期水泳開始 

個人面談開始 
 

22 金   

23 土   

24 日   

25 月   

26 火   

27 水 前期水泳終了  

28 木   

29 金 
個人面談終了 サマースクールデー 

岩井臨海学校前日健診（6年） 
 

30 土   

31 日 岩井臨海学校（6年）～8月 2日まで  

生活目標 生活目標 

生活目標 

整理整とんをしましょう。 

給食目標 

  正しい姿勢で食べましょう。 

  暑さに負けない食事をしましょう。 

保健目標 

 夏を健康に過ごそう。  

～防災宿泊体験について～ 

          ４年担任  田代 悠佳 

 ４年生は、総合的な学習の時間「ぼくのわたしの防災

生活」で防災について学習しています。 

6 月 24 日(金)、25 日(土)に実際に被災したことを想

定して、学校に宿泊しました。救助袋体験や学校内の備

蓄倉庫の見学、ＡＥＤの使い方や心肺蘇生の方法を教わ

りました。また、東日本大震災の映像から、自分で自分

の命を守ること、困っている人に気付き、助け合うこと

の大切さを学びました。限られた水や食料だけの食事か

ら、被災地の大変さを痛感しました。自分たちには何が

できるかを考えるきっかけとなりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～夏休みの生活指導について～ 

        生活指導主任  田畑 朋恵 
いよいよ、子供たちが楽しみにしている夏休みが近づい

てきました。長い休みを健康で安全に過ごすことができ
るように、親子で生活のきまりを話し合ってみましょう。 
○規則正しい生活をしましょう。 
○遊びの範囲（時間、場所）を決めましょう。 
○災害時の行動を話し合いましょう。 

 例年通り、事故や病気などに気を付けて過ごすことに加

え、災害時の安全についても、ご家庭で話し合ってみては

いかがでしょうか。家族のそれぞれの場面を想定し、家族

の約束を決めておいたり、家庭での防災計画を立てたりす

ることも、大切なことだと思います。 

 健康で安全に、そして有意義な夏休みをお過ごしくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～日本の伝統・文化の良さを発信する 
能力・態度の育成授業について～ 

    日本文化の教育担当  渡辺 渓子 
本校では、昨年度に引き続き、日本の伝統・文化的な行

事を学校行事に取り入れています。４・５年生対象の邦楽

教室では、文林中学校の先生に和楽器を教わり、実際に演

奏する体験をします。また書写の先生を招き、席書会へむ

けて、書くときの姿勢やだるま筆の使い方、字形などにつ

いて丁寧に教わる予定です。 

これらの行事へ都立高校の外国語教諭を招き、日本文化

がどのように外国人に受け止められるか学ぶとともに、日

本の文化のよさを確かめていきます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地震義援金へのご協力ありがとうございました。６月２４日付で、日本赤十字社へ入金いたしました。 

集まった金額は、７６,０２９円です。              ボランティア委員会担当 多田・藤井 

スクールカウンセラー(S.C.) 来校日 
岩渕 匡彦 S.C.  ★毎週水・金曜日 
山本 久子 S.C.  ★毎週月曜日 

７月の行事予定 


